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（R6成果目標）
・令和元年度から令和５年度までにかけて、駐車場や体験施設の整備、体験プログラムの策定、音響・照明等や空調の機能強化を行った。令和５年
８月から機能強化事業に該当しない箇所の改修工事を行い、令和６年６月まで休館となった期間があったものの、令和６年７月から令和７年３月まで
の９ヶ月間に開催された催事では13,313人の観客数となり、達成率は87％である。
・また、体験施設利用者については、主催者がホールと併せて利用し、同期間で4,347人であり、達成率は62％である。
（R5成果目標）
・歴史体験パンフレット等を沖縄市関連施設で配布したことで、うるま市への周遊を促すことができた。

令和６年度

沖縄市関連施設のうちうるま市
の関連施設を訪れた来訪客割
合

目　標 － － 30.0%

実　績 27.5%

成果目標（指標）
基準値

（令和２年度）
令和３年度 令和４年度 令和５年度

－ － 36.3%

成果目標（指標）
基準値

（令和２年度）
令和３年度 令和４年度 令和５年度

－ － －
体験施設利用者数

目　標 － － － 7,000人

実　績 4,347人

達
成
状
況
説
明

令和４年度は前年度繰越分のきむたかホール体験施設整備・空調改修工事設計委託及び体験プログラム委託と当該年度の体験施設整備・空調機
能強化を実施した。前年度繰越分は完了し、体験施設整備・空調機能強化が令和５年度に繰越となった。繰越を行った体験施設整備・空調機能強化
は、令和５年８月に完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（令和２年度）
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

15,300人

実　績 730 730 220 － 13,313人
きむたかホール観客数

目　標 － － －

令和６年度

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）
達成状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「補助金」＋
「市町村負担」

ベース）

実　績 全事業翌年繰越
前年度繰越分完了、

当該年度分は全額繰越
前年度繰越分完了、

当該年度分は全額繰越
前年度繰越分完了、

当該年度分は全額繰越

情報発信機能の強化、体験機
能の整備

目　標
基本計画、駐車場整備

設計・工事
音響・照明等整備 体験施設・空調整備設計 体験施設・空調整備

予算の状況の説明
令和４年度は前年度繰越分のきむたかホール体験施設整備・空調改修工事設計委託及び体験プログラム委託と当該
年度の体験施設整備・空調機能強化を実施した。前年度繰越分は完了し、体験施設整備・空調機能強化が令和５年度
に繰越となった。不用額は入札の残額等によるものである。

執行率（％）(B/A) 0% 32% 0% 86% 0% 95% 0% 62%

不用額 0 283,124 0 48,510 0 1,460 0 86,079

うち補助金充当額 0 105,680 0 233,772 0 23,232 0 114,718

340,725 0 30,500 0 229,476

執行済額（B） 0 132,100 0 292,215 0 29,040 0 143,397

翌年度へ繰越 415,224 0 340,725 30,500 0 229,476 0

前年度から繰越 0 415,224 340,725 0 30,500 229,476

0 0 0 0 0 0 0 0

予算現額 415,224 0 340,725 0 30,500 0 229,476 0

R3年度 R3年度（繰越） R4年度 R4年度（繰越）

予
算
の
状
況

当初予算額 415,224 0 340,725 0

R1年度 R1年度（繰越） R2年度 R2年度（繰越）

計（A） 0 415,224 0

30,500 0 229,476 0

増減額

事業内容

世界文化遺産「勝連城跡」の周辺にある城主阿麻和利を主役とする現代版組踊公演の本拠地「きむたかホール」の
情報発信機能の強化、体験機能の整備を行うため、
・駐車場等の設計を行い、工事を実施する。
・基本計画策定及び基本設計実施を行う。
・音響・映像・照明設備の機能強化機器を整備する。
・体験プログラムを策定する。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和６年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

事業実施
（予定）年度

令和１～４年度
□ 先導性要件 ■ 繰越事業

事業主体名 うるま市

令和４年度（繰越）沖縄振興特定事業推進費（市町村）検証シート

事業名 「おきなわの歴史・文化体験」関連施設整備事業（現代版組踊の体験・発信拠点）
担当部課名 生涯学習文化振興センター

認定市町村名 －

広域性要件また
は先導性要件の

該当有無

■ 広域性要件
現年事業または繰越事業

□ 現年事業



令和５年度（令和４年度繰越事業）

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。 －

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。
備品・整備工事に関しては使途・目的にあったものを精査し必要であるも
のを整備した。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
調達については指名選定入札やプロポーザル公募にて決定しており妥当
であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。 適正な規模であった。

143,397 143,397 114,718 28,679 0

・観客側へのイベント開催の周知、主催者側への施設借用についての周知の双方について、SNSなどを活用して情報発信をし、きむたかホールの稼働率の向上を目指す。
・沖縄市関連施設でのパンフレット配布について、配布箇所を増やしつつ継続して取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
補助対象
事業費

補助対象
外経費

補助金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

成果目標に対する原因・要因分析 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・令和６年度のきむたかホールの観客数は９ヶ月間で１３，３１３人と、目標を達成することが
できなかったが、機能強化事業完了後のリニューアルオープンの周知等が不足していたこと
が原因と考えられる。
・体験施設利用数については、観客数と同様開館期間が９ヶ月であったことと、ホールの借
用に併せた利用のみで、体験施設単独の利用がなかったため目標を達成することができな
かったものと考えられる。
・歴史文化と関わりの深い沖縄市エイサー会館（ミュージックタウン）でパンフレットを配布し
たことが周遊促進につながったものと考えられる。

・きむたかホールの各種イベント等の開催・開催誘致のためホームページや
SNSを活用し、情報発信、周知を強化する。
・きむたかホールの体験施設の利用について、利用の仕方等の周知や四半
期ごとに施設借用の予約受付の開始したことをホームページやSNSで主催者
向けに情報発信する。

今後の取り組み方針

有限会社 国吉組 83,292千円

うるま市

143,397千円

株式会社 環境設計国建 3,289千

きむたかホール体験施設空調
設備等機能強化工事

きむたかホール体験施設空調
設備等機能強化監理業務

工事請負費

140,108千円

委託費

3,289千円

エスケイ電気株式 12,081千円

有限会社 沖水 44,735千円


